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 調査会の答申を見て

 調査部鐸別府義I輝

 農林準業基本問題調査会が内閣総理大臣1手・最終答申の形
 で提出した1I漁業の基本問題と基本対策IIな。るものが極・く最

 近配布された。本文/00頁参考即表一/50頁の2郡がち、芦
 るカ)卒り大部のものであるが・」督して従来jの明確㍗
 異る新鮮さと率直さがうかがわれる。

 しいて悪/い一えば理想主義者のクーデタプ論耳叫甲し
 得ない'・こともなかゐうが、ウジウジ≒数字はカうり。並手立でて

 縁もゆかり!ないような日和見臓1を引甲㍗二}べ・る声
 今後・の二㌧一は・い.ささか潮の香が感.9られるし1こあ㌧でもない・
 こうでもない・と困じ率でている我々下端の試験研究率に対

 、.=1.レても一つの安らぎと、将来の事業方向め示一サを与えるもの

 がある。といってみても手離しIで喜んでい一る訳セはなし、。
 述べるところによれば■,基本政策の目標1,を経済的合理性と

 社会正義に基づく二側面を統一した形で設定するのだ・との結

 論であるが、こんなところで■1社会正義の実現!1などという

 人類普通の原理をしかつめらしく打出さなければ行文の体

 裁がつかないほど、漁業の世界がいびつな育ち方をしている

 こと、のみ薬や、まじない丈ではもうどうにもならない程

 こうもうに八つだ病患であることを感じ取らない訳にゆかな

 い。なかでも現行漁業制度や就業構造、経営構造の萌時代性
 を勇敢に指摘し真向から批芋。を浴せている点は、よしそれ

 が所得倍増計画の中の農漁村人口4割諭の背景に支えられて

 いるにせよ、立派であり、.今まで誰もが思い、しかも誰もカ,
 言い得なかった点をえぐったものと思う。
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 我々の地方本試の行・う試験研究にはその広さや深さにおいて

 無形の制約が働き.・とかく準効的効果を壊待できそうなも9
 に手が動きやすいのであるが、.国の動き;一世の動きというよ

 =チか大き一な然も正しい土台の上にの'せ.て、テー'マの選定をし
 ないと一二一試験場の試験だった1り..単なる一予算一ふくらまし作業

 に終ってし.まう結果を来す。

 何れ遠からず政府の手によって、具俸的な'立法化カ5進められ

 ることに啓ろうが、漁業か時代の片すみにおきざりに一されな
 いよ一う一な方向での改革を期待1)たい。

 地方本試での研究が花さき錆実するための条件としプ〔、

 先っ合理的な漁業の組立てがなされることであり、一方良

 い技術は生長発展し、不合・理なやり方は萎んでなくなって1.・

 まうような健全な瑠・木の過程が現実の漁村一に.展開されてこそ
 経済一=合理・佳と社会正義の貫かれ得る漁業社会といい得るであ

 ろう。
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 ハマチ蓄養試験第・一・報

 (4月～8月の中間報告)

調査部

 §試.験の概要

 近時、沿岸漁業の不振は目に余るものがある..炉、その原

 国の一つとしてI魚族資源の減少があげられ、獲る漁業から

 増して獲る漁業への転換が叫ばれている。

 全国各地でいろいろの対派が講ぜられているが.その中で

 蓄養事業も大きな間趣として取り上げられようとし二・ている。
 すでに瀬戸内海初め三重県一宮崎県ではハマヲ=、フグ等

 一め海魚泰成が行われ、大体に於て、好結衆を収めつ㌧ある。

 一本県㍗・・零度・沿岸漁業振興対策補効で平水専牛根熔
 岩に魚類蓄養場を設一慶し、鹿児島湾魚摂擬異協会において

 先づ、'ノ・1マチの養殖を一試みたが、失敗に終・り、后、アジの

 短期蓄養を打って、Iアジ蓄養蝶淋手加工.等にや㌧良一好な成

 果を収めた。

 今年度は引続き、4月中旬から5月下句にブ}・・けて大隅海・峡

 で採捕したブリ稚魚の養成試験を・同蓄養場で実応!-1た。

 試験は、一応、7月末までとし.、・8月/日、一、振興協会に生

 一着魚を販売したq

 、.1本場では8月2ク日まで現地に駐在して・空1蕎.状況の

)蓄養獅

 所.垂・水市牛根熔岩

 ○地珊蓄養場の設置さ童Lている場所は.以前、桜島
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 と大隅半島が海をへだて㌧いて、輝戸海峡と称せられて
 ・いた処で、当時、水深赤ゴ50尋あり、湾内.の上下潮流の

 王な通路であったが・木正3年/月の桜島大爆発時に噴
 出した熔岩によって同海峡は完全に閉塞され、現在のよ・

 うな入江が形成されたのである。従って蓄養場北側は熔

 岩が累々として高さ約90米に及び南側は岩頭処々た

 ・鎧出せるj潤葉、針葉樹林が険峻にして迫り、.頂高約325
 脇に及んで・いる。

 入江停東向きに開口し、蓄養地最深郡は大潮満潮時的
 2/恥、平均水深約ク.腕となっている。入江開口部では

 約40脇深となってかなり念深である。

 ρ設置の目的

 本県沿岸漁業の振興を図るため鹿児島海湾海域を一般指

 定海域として水産庁長倉の指定を.うけ牛根熔岩入江に共

 同率二葦坤設を拳.成し一漁獲物の蓄養を行い㌧もって沿岸・
 漁業にお・ける生産の増加、生産性の向上、経営の合理化

 を図り漁家'経済の安定及び漁民生活の向上を期するもの

 である。

 }σ施設とそれらの工一事

 A二蓄養油施設

 桜島熔岩地帯と牛根海岸とを熔岩Z336㎡をもって

 沈設閉塞し、海産魚類の蓄養場を設置。

 側壁は門扉を除く、上層部をコンクリ.一ト舗装して補強
 を行い、蓄養場め流通を効果的.ならしめる施め開閉の水

 門を件3㍉水rゴには・その開閉を自由ならしめるため
 総揚機の一設置を行.った。
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 蓄養場の位置



蓄養池平面図

蓄養地練切縦断面厨

蓄養地締切平画図

蓄養地締切横断画図



 B、餌料保蔵用冷蔵庫

 釦料を常時確保し二合理的な投餌計画を市1ため・.冷蔵
 庫施設どこ.れに必要な給水.工事を打つだ。

 ◎冷蔵庫の各室の大きさ、及び.室温

 生名間口X奥行X室商.坪一致・温一度

 冷蔵庫9尺X!。沢×£5尺.3
 6尺X/。2尺X坑首尺一20(}一。2て二

 ⑪冷凍機並びに電動機

 ○冷凍機フレオン/2冷凍機立ニット型(自動式、)
 ○電動機一3炉.

 G、裏航網2統..

 従来の竹生賛の欠陥を補い一時に大漁の魚群章運鑑する.
 ものでクレモナ網で造・った。

 D、蓄養網

 大盤漁.獲魚の一跨蓄養をだし、価格維持調整等を行うた

 め、.クレモナ網を造った。

 姜纏歯とこその運搬

 種苗は皐月//日か一ら5月末まで試験船神.も一め.。ちどり丸
 を使用して大隅海峡主に観音崎沖附近海域一で採捕したも

 ので、魚体の大きさは,尾丈長(FL)20～/。20王無で

 麓中30～卒0繊、体重徴69rのもの丸干多.かった。

 、秤輔したブ/権魚は船の活魚槽に入れ・て・'根一拠中大泊港
 に運搬し、大小を選別して一段蟹していた生費網にケヘー/0

 日間蓄養后(蓄養中は投餌)試験踏の活魚槽で.一久一000戸)

 ノ真000尾づつク回に分けて蓄養揚へ海..L運搬し一た。
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 ○運搬月日と亀数、実際受入尾数

 4一員。23目!,!σ0(表融留暗躍敦)、ノ,034ギ

 一.ゴ月ぎ日6,ooo("一)・2=30!(5月ノ4口算数)
 .,月ユ/日!、気000(20日)ラ,クラ.9(5月。三5日ま葬敦)

 .ま月2ク日!.主,000G一霜浦目寺醐.1・/φ王、236

 よ.名月3日2,938.(6月2日算数)4,82f)
 66月5日耽!0c書祭捕時三醐ク,990達崩投中2`ラ書死

 ワ6月7日'/!。940(砂)ぜノ,。ξ昇0府300死

 運搬異数(、!部は採捕跨.竃数で算定して.ある北1め、実;祭に・

 は共喰等による減で実数はや㌧少ないと、懸われる)は、

 4・ζ1.5プ8璋、蓄養場実際受入尾数一(・運搬盾苧孝、3～/0
 日してカ)ら数えた尾数で、それまでの錦死屍数も宣まれ.る。

 併し慈搬後、・算数まで.の共喰数は不明)は≠9,730尾で、

 減数!0,8半8尾/ク,9%とかなり大きな数字を示して

 し,・る。この内訳は、輸送中の整死が、50澄駕で。,、r25

 %、その他の大部分が共喰.による減少とみら.れ・る。これは、

 採捕后における投餌二古法、魚体の選別、輸送前の治しめ等

 に間選:があろようで一ある。貫口も、=敏イ家ユ)二翼カi」はて一きるだけ

 {引回。奉行う方が.良結果を得られるようであり、餌は絶えず

 鉋食.さ二単るi立に考えた々.カ!よいものと思われポ又・一般
 1干乎の輸送に雫←ては繭一仏て2(・3臼悟しめすることが常
 ・言雫≒..されてい一るが亨。～.4.l1フ1・;蔑内夕未の小さなブリ稚魚では
 .輸送前に活.←.1弩す・・ることは・却って共…1糞専一を惹起する一因
 と・、㌔.な・舛!1ではないかと馴つれ㍍魚俸。選別については・
 そ。の取率、.に.矛禺心の注意宰必要とするが・更に魚俸を儀“)け
 李い舜.適g方・拷幸、見一出年三とが今後に帰された課頚と云え
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 §蓄養方法

 大泊から運搬した準点は先づ、小型生鍵網.(!逓x・ノK×

 ・・ニクレモ†雛ま・・本g・径ハこ川;べ洲
 亀を。入.れて、2()3蒔闇后カミら投餌レた。
 採捕后、すでに大泊において充分、餌付けされてi、・ため(・

 .第餌は、擾初・カ)ら活激であった。

 剤309r以上に生育したとき池に放流するてと㌧し、そ

 れまでの期間は小型生費綱或いぼ、2K生養1綱(、2KXI

 .2KX7尺・クレ≠ナ本目網/3節)1ξこ一の綱には

 約309よ・'内外に生育し、池放流直勧の焦体を活し'た韓で

 蓄養し、最初の間は、午前ク時から2時間毎にノ日6・回㍗

 幽、6月/0日から5回、20日から3回投鋲・とし、池熱

 流の魚には朝ク時とタふ('6時め2回とした。小塾生萱網

 は建一藻等のヨゴレが附着して生費網内の潮流を阻書す.らだ1

 一め、6月中旬までは5～ク目損.毎一に、それ以眉は3日目・毒

 .に、2K網=てば約/週間毎に網替えを行った。

 ・投餌量は、'日当り、大体、蓄養・魚体重の約30%を見三ギ・

 したが、日々の捜鯉塁は魚の状態によって変え光一。

 ㌔'・月以降.は大体2.り%内外の投餌量としたが・、実際の書豊合

 はや㌧下回るのではないカ)と.暫、われ.る。

 §海況

 蓄養場・の環境条件を充分把握して、無一類の健全な養成を行

 う目的で{蓄養揚。の・略・々最深部において毎日午前イ。時に
 定点観測を打つたら

観測項目

 a、気象…一一・・天候、.風向力、気温、嚢鐙

 。、海況………水温、PH、透明度、塩素濫、溶存酸素
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 酸素飽和度^アンモニヤ態窒素、硅酸、

C・O・D

 /.)水温の変化
 〔¥月〕表面最高/9,5℃.鍍低!6,6一(〕で平均は約
 /8℃・・である。4月初めの/ポC台から月末には/9℃台
 に漸次上昇している。

 ノ0米層は変化少なく、/夕日頃まで/6,5p内外・以降
 月末まではノ・わ内外を示し.ている一下層?温度差は最
 本約.2,ポCこ一般に表層が高湿章示すが/8日は一下層が
 ク.グ。高い。

 1・月〕表面最高・・・…℃、最低・9・・叩†や約
 20,8℃で任月より。2,8'C高・.なr)ている。。

 !ρ米信は最高!9・9℃雫低/7・。6ポC平均約!年8芝)
 4月より約2て1二戸い。

 上下層の水温.差・は最大約三7㌻〕・月.末・2ヲ～3/日は下層
 が表層よりや㌧高平である。

 〔6月〕・..表面.最高2ふ5℃最低2!・06℃・一平均約
 パ河.・・.前月よ1〃℃高/㌧.上句;!・.イ℃からμて〕
 ・まで上昇して.いるが中旬下降・して・再び2ハつ台を示し、以
 后、上†変.化しながら月末には24℃に連1)ている。
 !0米届は最高22バ。バC最低!9,6℃平均春権0.8℃
 で前月より約ぷC商い。月初めの/9,6℃から漸次22.6

 つに.上.弄し下いる一1下層の六温差は千般自勺に前月よ一1大
 きく、最高4,5℃である。

 (ク月〕表面簸高約3がC-36・2ポC平均2苧℃
 /・0米層最高26℃最低22,.バC.平均約2件℃

 前月に比べて表面・で幸均劣5℃一/0米属でエ2℃高くな
 一っている。・表面では。2日に約こ～一0℃という高水艦を.示した一

 蜥/I0一・一



 が翌3日から/5日までは2プC内外、以後は。28～29

 -Cで3!日一には。29,5.Cに擁している。/0米層も他の月

 に比べてや㌧変動が大きく高低蓬は約3。ポC、貝Pち上旬の

 22℃台から中旬には2ポ。台に・達し.たこともあるが再び
 下降.して2δ日には22,ポCとなり以后、月末の26、/

 cまで上昇している。

 上下層の水温差は今月が:緩も大きく最高プCを示している。

 (8月〕(26日までの分)

 表面長葛3.σ、5℃最低26,ク℃平均2£4℃・

 /0米層最高2ク,9℃最低2島5C平均27,2℃、

 前月に比べ表面で0,架℃/δ米層で3.2℃白くなってい

 戸口琴面水温は3日'3α端と最高宇示したが8■一!0.
 日にぼミ2ク,5℃に低下して、下層水より低温を示して1,・る。一
 以降、や㌧上昇して28℃台となっていえ。

 /0米層は月初め26℃から8日以降は28℃台が輝いて
いる,,

 以上、通覧してみると表・画水溜.で20℃以上を示す,のは

 一5月上句か亭、25IC以上を示すのは6月末からで、30
 ℃以上ぽ一8月初めに、2～'一一3日みられただけで、以眉、漸次

 低下の傾向を示している。

 ノ0米層で。20℃以上となるのは6月.上句から、。2よ℃
 以上となるのは7月下旬からであって8月に久し)て表面

 水温が低下し初めても/0米届水溜.は小康状.態を保ってい

 る。

 。2)塩素量の変化タ4
 〔4月)表面最高/戎π庫、最優/318・、平均.約∫6,2
 一中旬/7内タドてや㌧高カンを示している。
 /0米屑は/瓦玄内外で変化少な・し。。
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 5月〕表面衰高・Z・い雫低㍑・.・平均糸?・丘・
 で4月より平均0,8伝かんとなっている・'j・
 /0米層は最高/瓦8、最低/6,9、平均/瓦5。

 表面の変化をみると・中旬I!7中外でヤ㌧帥んとなって
 いるが5'日前後と20日前後は/3～ノ4と低かんを示し
 ている。

 〔6.月〕表面最高/7ヨ/、最低ノ2・平均/名6
 で前月より平均0.8低かんと・なっている。

 /0米届は前月と殆ん一ど変らず平均!815.9日/ク

 に低下し一たのと。28日!9,5と高かんを示しているのが一

 号専曇乏で・ある。

 〔7月〕表面最高/£3.、最低/38.で前月より平均
 拮茗2意かんを示しているヵ;、/0米暦はノ星。2でや㌧低
 かんとなっている。

 〔8月〕表面最高.。/一7,6;・I-I最低/・4、平均/6・2で
 前月上りヤ.㌧低かんを示すが、/0米層は前月と殆んど変
 らず。

 鵡するに一・米屑は・・台で化師.安定㌧ているが
 表面は降雨などの影響Iを受けて、かなり大きな変化がみら
 れる。ノ4～!7の場合が多く最底/2で、'ブリ生膏

 に支障を来たすという程のことはない。

 3)酸素飽和度の変化

 〔4月〕表甲では8・～ノ・/弘で比較的変化少た/一
 /0米層では76^}98%と表面より低“が表面より下

 瘤が高い場合も一2回程みられた。

 〔5月〕表圃は56()/03%、中・下旬各/圓50%台
 まで低くなっているほかは90%内外を示している。
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 下層は70～/02%で氏叩様か李9の上下変化がみら
 れる。表面より下層の高い場合・が!0回みられた。.

 〔6月〕表面はクー8(・//6%で過飽和.状態が8囲みられ
 た。/一0一米'層は69～/04%で90%内外の場合が多く

 ク0%内外は2回程あつた。

 〔7月〕表面は80～/2/%とかな.り高/・過飽甲状.碑
 も/・0回みられた。/0.米層は5・5～/・/3%でキ下変化

 著しく一過飽和状態が3風¶60%内外の宇和度が下知子!
 回みられた。

 〔8月〕表面は69～/0!%で/0日前後・ξ^～6日、.
 にや㌧低くク0%内外を示している。,一

 /0米層は2ぐク2%で平均5{%と箇月事でg叩藁
 に比べて著しく低くなってい㍍特芒ζ!・苧～ノ・ア日はメ.一9
 %台で危険な状薦を示している。

 ζ続線竿練練;㍗㌶し帆一生1㍗
 ..元神戸大学橘高氏によれば、夏の酸素飽和度の減少は∴一

 点の放養量を制限する一つの大童な要因になるとのことセー∵

 あるので、この席については当蓄養培1こ朽いても考慮すべ一・

 きで今後め課題と去え‡う。

 ・1)㍗モーヤ態窒率の変化(単位はト巾か幸〆
 〔・月フ表面・～・・/・米層α㌣午で上下積叫ど同1
 じような変化をたどっている。

 ('・一月〕雫画・ノ・米届共に㌧α・外5でよ・中年㍗多・
 く下句少なくなっている'。

 〔6月〕表面α5～エ5/0米層σぶ～4,5て平均として一・
 は箇月よりや㌧少ない。

一!3一



 (7月〕表面0,{～//・・9・羊ノ0米層/・0～65
 ・・表面てば上旬カ)・ら中・旬・初めにカ)けてや㌧多く、特に6日は

 ・・々多.!.なっている一中旬後半.カ)ら下旬にカ)けては
 /～岬れなってい亭一
 ./0米層は平均で表面よりや二歩/、特に中旬後半以降は
 ・表層…こ比べて舳も多/な?ている∴'.
 〔～・月一一)・表面!,0～/6,5/0米属ノ,0～/40で何れ
 も一土下変化が著しい。.9日は上下層共に急激に多くな.つて
 /6～/6.5を示している。上旬は殆んど表面が下層より
 多いが、そ都.以、、后は下.騒が/0以上を示している。

 以上、4～6、弓は何れも牟,0以下で略、同様の値を示して

 一いるが、7月更に8月は多く.なって、上下変化も率しい。
 瀬戸内海各地の養魚場においては8一～9月・一般に/、0～'

 男6の範囲であるが、淡路島の福良では/,ク・事、㌻ギ2,4と
 かなり大きな値もでている(橘高氏資料による)・.

 5)硅酸塩の変化

 表面は・4ぺ6・月/・1・0～2ぎ0平均/501～。200で、
 かなり上下一変化がみられる・が、各月とも大体、似たような・

 艦を示レ七'1,;・る。一ク月1三・なれば上旬のぶんケ'日・に280～
 290と高い瞳を示すが中、下旬は50～!ポ0、・平均

 80と低≦なつ・。ている。8月は上旬平均!ノ0、中'下句†.
 均/孕0と.や.メ高目牟示している。
 …方、/0米、腰はク0を示すことも稀にはあるカ㍉・殆んξ。・

 各月を通じくグ。一門外を秤つ下いる。

 6)O・O・D(化学的酸素消費量)

 上下層共一似走よう去変イとをたどってい名。一

一/4一



 4月上帥ら.6月中.月一ま、では・・/内。へを、㍗..てい卵・6ポ
 下旬や㌧増加して。2二8を系すこともあり.、7月上句・…時概

 くなってい干が1,12川干は3㍗4・2-9・商いi直を示し.下一
 いる.。8月に.{千=,♀・3～λ.夕.を上下変イψ下いポ
 ー以上.におい・、下、…各観測結・竿の、輿二で、fま・・塩辛畢.と苧酸塩で逆二
 相関1の関係がみられ.千.単で二・一はかば相関ρ,関係等を確蒜苧し.・
 難い。

 以上の定時定≡=、煮観測の外

24時間定点観測2回

干満時観測(4日連続)/回

 プラ・'こノー・ク・・一・トンの句1変一花調遼

 二三}パ.・・一1…=一等を宥った。'(別報)

 §・餌料

 前述のとおり、投餌鼓は!日当り大体..蓄養魚体.重の約

 ・・%・.・月以降は・・%内外を場当、とし毛が・これ.=はあ
 くまでも推定であって、実際の投餌割余.は..全魚体を取揚げ

 出荷して投餌藍との関・簾を許輿しパいljれば、不明である、、

 先づ・餌料とした魚種はカタク千イ㍗'.いアジが.苧く・
 時たまハダカイワIシが用いられ一たコ

 又、カタークチイワシ.にナメハダカ(Lss七idiu蛆
 Proユixu皿HムRRY)(ハダカェソ科3が混じていること
 もあった。(ナメハダガーを海潟の撫.業著は方言で「レント

 ゲン」と云う)

 これらの魚は、ク月事番は蓄養鐸のある熔・岩入江を橿拠と

 する垂水一市海潟の八田縞(焚火亭般張紬)漁船が漁獲した
 ものを主として購入しえコ売って.,樽度はかな1).良好で、

一!5



 価格も比較的、低廉(/酔当リ8～プ3円、ヤ㌧鮮度の落

 ち足もの1..,6.円位㌧.てあつ旭が、8月・壱ま八田綱漁場の変化

 と不漁のだ午鹿児島市中央市場から冷凍魚を購入(振興
 協会)しなけれぱならなく一なつ走ため、餌料代も自然嵩む

 こととなった。(/晦当り/5～20円)又、何時でも充

 分購入下きるというわけにいかず餌料の在庫僅少という
 ような状態も麗々一あつた。向後年、放養量を増加するよう

 になれば餌料確保1ま、養魚経営管理上の大きな問撞となっ

 てくるものと思われる。

 投餌量の変化は別区のとおり。

 即ち、ぶ月下句の放養量の増加と共に漸次、投餌量も増加

 6月帯句からは、蜷死、共喰などで蓄養魚体数ぽ減じたも
 ・の㌧、/尾あたり体重の増加に伴って、蓄養総重量が増加

 して、投餌量も増加した。

 月別、/日平均投餌量は

 、,4おμ岬
 5月..。//

 6月一.よ.3
 ク月/87

8月/97.
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生育状況

4月

 よ月

6月

7月

総計

受入一..

 /,034、辱:
内訳
 %・。〃34
26,33一'6一

内

訳.
一.萎

ユ30/

ユ9,799

 %。/期6
22,360

内訳

 %μ20一
 .完Zg0・
 .・%':〃き40一

4g,7..3,0

鑑.死

4!尾

 よ糾。

3,678

//,タク5

/6.03一一8

 共慶錦こよる減・

ノ7,9'77

6,675

4.4652

池中放養

/.4・8=6

 Z'書5を

9,040

月別生育状況

4月

 午前7時か号2時間・毎に.月目114国投第』
 ・釘付き、極.串て活激。一泡ぺllこ設置せる小型生管網Iそ

 蓄養。/縄、・に/00今身,。り0尾つ一つ二

 海況には異常みられず。魚、奉一1の大きさ

 仁長(亙L、・/きツ〔1;撞・呆均12夕㍉3α献

体重  (BW、σ3～ξ0と工一

5月

 投餌万法、・4月'・と司、じα、';句・一丁旬K2'こ3ご6
 受入仁餌付替.伺.れも梧めて活蟹。

 一4月同様、池外に設置せる小塾生.蟹網で蓄養。



5月

 令.目5λ売は!網に2000尾を1藝.・.度、二・・した。

 魚体の大きさ(受入時)

体長 (FL)  30～90醐

体重  (:BW)。.。0.5材0gr

 海況には異常今られず。

6月前半期

記.事

 /i餌付き何れも活溌 1/24

21 /23

 。星一820尾
 Fム7^)/.三7;;.、

 BW4()/与9r
 受入。・池内小型網で

 蓄養。

7

 。41池内・池外共餌付き良好。 /30

5

7,900尾
 FL㍑一脇

 BW/～。29r
 受入。本日より永訣

 係員駐在。衰弱せるものあり。池内小型網で蓄養

/ク

6  エツキ'何ポも清澄。昨目分や㌧衰弱。綱寝増設
 夕方よ1り火・出灰降る。

/83

 //,6≠0尾
 FL3ん棚軌

 B一丁0.よ}/.年9r
 実、λ。日`一夜来の火

 μ灰のだあ海、j(堀喝する～土.Iツ・キつめてr好。

ノ/0

 一評.置=三日分携イ寸や㌧不活溌≡、三堆死多し一  ヨヒー束の風強し≡ぎ3三

 'ヂ・、由亭、、ム、子付三{好.よ一るも黛、色焦、t.み二月、舜泳二1,1浩二j16.2ク

/戸
 τ一彦一r面一■'須会■訣如1'I篶,・5一・h
 異色。や㌧フする〔捜律与]。以降同)[餌・㌧声支チ.o.ヶ.33



/!

 風(降)雨。11し。  昨夜来降雨あるも池

 内算泳に異.書プ;.く.  .餌付かなゲ良好。

 言也クド、う花.りジー'き㌔蓄。養・魚・の一音王翻ヲ手さ..る

 る。恰好となる。台風3号接近gため柊補強

!6・

/2

 4,5月輸送分池内へ移転(7～!.、2h)

 風波による翼弱のだ均か、移転魚全般駒に

 黒色となる。摂餌を減ず.。

4.50

!、「

 移転魚帯.黒色.。一環餌.を.4円とする。大型魚
 はや㌧砧、.?孝～、員会一餌付や・.不活溌。
 4・5月分大型魚伊0属池へ放流。

 ∫3二  0上昌2K蒜一に膏多づ一〇

//3

/.4  黒色.魚や㌧減少。餌付.良好。 43

/ぶ  降雨。小型魚餌付きゃ、㌧不活綾。投餌5臥  調査建ず

 〔概扮}  3～ク日受入分はすでに婁弱していて簸死が多かっ
 たカぷ/ψ日頃から安定してミた。二池外にあつた小型魚は台
 風接近によ綿波.で経ずれした毛のもあ11・、や㌧衰即て
 帯黒色と,なった。

 /3日初めて、件0尾牽'放諏した。(平均体重609-r)



6月後半期.

/・6し

 一一'^.I・、.。.一咳

I

 日分煙付や㌧不活溌。大型魚/370尾

■

'

 池へ放流(平均5.2～ク59r) 3884

 尾2K網へ移す=。

34

/ブI  ㌣1.分・昨叩様餌付一や.㌧不活臥
 %、.会、・/尾平均体重6.09r

38

/8  餌付き何れもや㌧良・好。一蔀選別。 29

/9

 牛后降雨。シ分一音直歯付や㌧不活難。
 て部選別、。2K網へ移す。本日より投鯉3

 回(ク・./2・/7典)

24

。20

 昨夜降雨激し….年前中・まで続く。全般に鋼=

 付緩慢;特に㌣分一部不活澄のものあり
 ←部選別、∵4.耳網へ移す。

2・0

2/

 一挙日より投=餌試験開始ポ(投餌率40.、20

 40、一2σ〈人工混):%).終日興・雨撃し。

 ・月分帯I黒色魚数尾みらる。餌付0臭.好1.㌣.
 分一部.不活難・)

22
 風雨強し。餌付良好なるも5月分黒色魚増加

 の傾向に,あるため、夕刻より投餌を減ず。
/2

23
 よ月分、:黒色魚多く/よhめ投餌を中止。

 一音11選別・、2K網へ移{。池へ放養/6尾
/0

 2二・

 5£分  依1ミと㌧て黒.㌔魚多し、6月分館=付

 曳亥7。辛匹脾呈一二埼夷急崖=妻某算大量「フ{喰?等による

 捉、宇、クー)

。～5

 黒色タ・の1 川加∵・上'寝を促す  、今般杓に体秤や

 や恢停  ～2hの餌付I極めて良好・ 池内放流

 のもの・.擦、3傷を5、けフ.もりを誰・克。

。20



 日　記事　斃死

 .1餌付良好なるもぶ月分・一都黒色魚みらポ

婁董死

 26i本日より投餌若千増叩ゾ・雌鳥(コイ糊)66
 ≡3～5尾飛来のため監視。池一ぺ=放養3尾
 ピ丁男房.房;哀調と一憂石τξτ二夏缶τ汝十0」す'.
 。2ク1・.35・l
 i5月分、.昨日同様。池へ欺養.2、畢

 丁・月分の小務一;蒜;事ぜ一再τマT1

 ド∵ふ㌶練㍍ニニ㌻あ・り一8コ
 い15月分黒ξ魚川洲・狂奔状㌻.を示す・1・・。1
 !1もの2～5尾。餌付良好。

 1一…丁三后、遍上夏ニヨコ丁研τ;書憂;・工1学!
 1、。泳不鼠網替后は†!呼1游泳一11眼1幸二一㌧、。、
 一点も夕方子汐時は浮上悪し以毒こi鵬の碑..
 1;腐敗・の乍めか硫黄臭を感ずる場研あり。、

 〔.概況〕夕月分小型魯は20日㍗干f㍗㍗1なツ
 ー黒色急増・加のため投舘量を滅じた。

 28目(月末⊃には全般的にやせて鎖大となり.鼻上げ

 狂奔状態を呈するものがみられ始めた。.

 6月分小型魚は漸く瞬泳・餌付きが活濃と牟ってきた。

 25日頃カ)ら水温。25℃台となる。

!

一29一



7月前半期

記事

 午后、水温一上昇.時には全般・的に浮上少な一し.。
 従って本日より午后一の選別・網替は中止し、
 午前千のみ実I施すること㌧した。投餌裏緯打
 切る。/0一・2ρ弘投餌分や㌧不足の状態。

22

2

 5月分、第死や㌧多く.なる。全般白勺に餌付活.
 澄なるも帯黒色魚～著しい。頭大魚殆んど餌
 に付かず。5月分・6月分/網づ㌧飽食投餌
 試験を開始。・

99

 2-K網5月・6見分量044尾池放流、
 6月分小型網より982一尾池放流。・

 (2・細分、㌧～ユ。から本日まで共喰?
 等による減43%)

!06

毎

 池放流魚かなり池奥'まで勝泳。小型・魚も大型

 魚に混合して索餌。背部に擦過。傷李.るものあ
 り。I池へ25尾放流。

//3

5

 /2h水温(表面)2プ。。萬水温のためか
 小舟の下に群漉するもの多し。よ月分に黒色
 焦.3尾みらる。飽食試験焦、5月分、・夕方よ・り
 餌付き少なし・。.池へ5'9尾放流。.

/'2I0

む

 朝、火山灰のため海水著しく堀濁、餌付き不
 活溌。本日より投餌は魚の好む盤:略飽食量
 を考えるこ.と㌧した。池へ2卒尾放流一

99

ク

 、宇月分、小型生簑綱に黒色魚・2～5尾づ㌧見

 らる。・池内一一放流魚、朝飽食投餌する・1手ク9晦
 摂餌。.池へ3!I7尾二放流

8'
 .5月一分、全般的に黒・色魚や㌧増加。投餌の際
 鼻上げ猛奔するものあり、これらは一般にひ
 からびたようにやせている。艶死多し。

345

 6月分に黒色魚2尾、投餌をや㌧滅ず。池放一
 流魚,数尾帯黒色を呈するも、餌付き極めて
 良好;池へ2,/64篤放流。

。'?4



10  5月分一、二部餌付き特に悪し。“池激流魚!一尾
 蟻死。

/..3.8

//

 5月一分、一投餌・量増加しているにも一'・拘らず・全般一的
 にやせて.衰弱しつ一㌧あり。狂奔するものや㌧増
 加、繁死多し。

/。2

 池放流一魚/一尾狂泰。黒色魚や㌧増加の傾向にあ
 る。今井助教授病害魚調査。z甲池に放流す
 る焦。碁羊は水門一堤防近くを君羊瀦三。書写イ寺や㌧活字襲

!

!3

 池.放流魚/尾・(黒色)横転・反転して苦悶状態
 を呈す。腰曲りノ尾みらる。.夕月分(小型・網)
 依然として餌付.悪く黒色魚増加、魚体衰弱の瀕
 二向にあり。タ.方海一・水垢濁著し。

428

/4

 池放流点、6月分(小・型鋼)共に浮.上悪く、餌一

 村悪し。放流魚2尾狂奔取あげ解剖する.に胃内
 容物皆無～獲少。6月分・(小型網)夕方、全般
 的に黒色を呈す。

/J

 池放流魚浮上や{悪し、餌付や㌧良好となるも
 黒色魚増加の傾向。狂奔2～3尾。小型綱
 多く池外へ幣一を移動。魚の色調'・瀞泳や㌧好転
 するも解付極めて悪し。

 ←一)'
J^・'

 (概況〕  高水温となり  ..特に午后砂選別、綱替作業は危険

 となつ羨。5月.分小型魚は餌付一悪く、.衰弱して一狂一存魚も毎

 日見・られ・錐死が.多一/な一アてき、ト
 放流点にも黒色無一が一谷一られ始め狂奔

 て全般豹に危険狂様相を.早一してきた。

 。蜷・一売するものがで



7月後半期

記一事 蜷死

/6

 池内、浮上悪し。'小型魚減少の感あり。
 5月分、餌付極めて悪し。6月分も全般.的に
 やせ細り黒や㌧多し。狂奔するものあり。

5,24

/ク  池内浮上や㌧遇し、餌付.良好。池外の小型網
 色調良好なるも索餌揮めて悪し。

96ク

!8

 池内餌付活巖。池例小型網、餌付悪し。狂奔1
 .負数尾。6月分を小型網か'ら6角網(大型)
 へ移す。

/827

 丁池内餌イ押㌧悪日二一憂丁雇こ■7ゑ一蟹I異る、
 /9腰曲り。準外、細分黒色魚難死多し。

 I銀行悪し。

8.7二6

20i  魚6神1一節』脱衰弱魚を解音㍗果…ll・
 胆牢っ黄色となり胆汁湯一出し三.竺二音竺竺_㌧.至」.二..___.、...

2パ  池内、餌付極めて良好。狂奔。2尾。
 6角網黒色魚多数。

7

 夕方、池外の網で.狂奔.するもの多し。

 221㌫幾㌶嘉孟夏続簑桑タク「 !64

 一一一一一㌦石一'一フ■尋一'蚤こ■薫春一長石一11-60如に・あlj
 iハダカ/ワシを渾じて投餌、餌付極めて清澄;

 231池外網分、依'然として餌付極めて悪く、・池外1
 15K網に全部統合。狂奔するものあり。i
 ;池内死6尾。1

 ノ争5

 ミ池内、餌付朝夕共に良好。黒少し。池内坪31池のみ
 2ぺ尾。5。綱、漉1泳がなり活鮒るも窯多/、!・3

 i衰弱点多し、狂奔魚・～・、綴底に蜷死多しLl….、.
 25i池内、餌付極めて活発。狂奔魚みられず。

 15K網餌付悪し。

26'  池内、朝夕餌付・極めて活緩。水門近くに主'群
 中央部に小群。5,.K網餌付悪く死多し。'

/



 と
』  記等・  '魂・死

 時々降雨。池内、餌付極めて1活i;㌧本臼.率
 タクチイワシはそし二)ま㌧投」餌。'一6し頃.
 プーリー簿樺避行動?をなす。(大型ブリ又
 は他の書魚1…追わ.れるか)読後{.図.三

 。。cd

 池内放流の小型.貞.、に対してはカタクチぞの
 ま㌧の投紅一は欠き.すぎIる嫌いあり、'
 細断の葉あり。投詞したいときは一深魔を

 海薄.。..支K綱の小型魚釣2co池に放流。
 (、24日・・一・28日で約3,700尾死)

、29

 ;、池内め魚、頚状況のみし池外、宝K寺;竜昨
 …蝦揚げ)昨日三女流の・小型魚殆ノ1一ど見タ.ず
 鎮付機めて活溌1一溜餌茅Kやるも.好まず..
 '夕方、簑享付不活難。

30  .覇、餌付添滋なるも魚体数少な一し。夕方、
 餌付不活難。本日最高水温3ノ,5℃

3!  餌付普通。墨死や㌧多し;
 桑高水温3.2℃(表一画)

 呈,'(?o

 池のみ

3判

!!

 祖工3。維半テニ{}弓…続き水.温.上昇し'て、小型魚n衰弱は更

 パ1一一い露骨極凄(轟1・・;亭死が急増しポ
 28日に㌧、型魚の200尾を諌流して小網による蓄養を打
 切った。放流俸.は餌{{・・理杉)て活陵たときも芦1つたが3ノ

 日には死/.!屋となり、.水温321c、小、澗時を控.;…一て懸念

 すべき状態と枚った。



8月前半期

記事 斃死

/

 餌付(朝)普通。(タ)悪し。魚群の浮上悪し
 最高水温28℃大群ブ時、索餌群にみられ活
 難となるも索・餌中魚に沈下(大魚?に追われた
ものカ))

/8

。
2

 (朝)浮.上・遇し、投餌開始后30血inで大群・
 浮.上目(タ)餌付かなり活鑑口
 巖=高カこ～監3/,5-C

ノ3

3

 狂奔卒尾。(朝)浮上遅し、!5皿in后大群
 浮上、餌付や㌧活溌。(昼、タ)極めて活難。
 最高水温3!,5℃

/8

4

 (朝)浮上や㌧良好。ハダカイワシ投餌では餌
 付括瀧たるもカ=タクチでは悪し。
 一(タ)餌付活濠。狂奔魚.今らる。・
 最高水温30.5文〕

5

七
 (朝)大群池奥を瀞泳。カタクチは好餌せず、

 ハダカすワシでは極めて良民最高水温3α0g
 (..タ)餌付やべ良好。中央部の小群悪し。
 狂奔/尾、東風強し。

 (・廟.)ハダカイワ・シ、カタ6チ混投.与で=餌付や
 や港溺。.カタクチのみでは悪し。
 rタ)餌付極めて活溌。アヂもそのま㌧撰餌。

ク

 (割)浮.主遅し(約/0分)ハダカイワ.シ混で
 餌・吋極めて活溌。
 (タ)水門寄りに浮上。餌はアヂが主なるも'極
 めて活綾。東風強・し。最高水温。29,ぶ℃

し

8

 (朝)捜餌当初、餌付悪し、.後半にかけて良好・
 !ξh頃池奥に大群瀞泳。
 (タ)永、門近くで大群浮上。艶死直前の黒色魚
 にメバチジラミ3尾寄生。最蔦水津。28'C



記事

9  (朝)(タ)1共に餌付極めて活瀧。終日'東周,強
 し。最高水温28て)

/0

 (朝)(タ).共に浮上早く餌付極めて.活綾。
 水門近一く4～5肌半径内に浮勝物あり、ブリ浮
 上悪し。清澄な処では良好。一

!!  午后西風一となり癌内海水や＼歴1歯。魚群は水門
 笥三りに浮上一、餌付活擾。・最一高水温。29,8℃1

/。2
 (朝)張郡時、海水一清澄、浮上よく'餌付揮めて
 活激なるも(夕)浮上、餌付共や㌧悪し。
 タ～=支雷雨あり

。

/3  (朝)・(タ)共浮上・よく餌付極めて活綾。
 狂奔魚みられず。最高水温29,よ℃

つ

/卒  前日に同じ。午后東濁、強し。最高水温2星,5一℃

o

/5
 東風強し。(朝).(タ)共に水門寄りに浮上。
 餌付添澄。池外や㌧掘濁。黒色焦5一～羊・.尾みら
 一る。

 月初めの.小潮時.蜷兆一がや㌧,多く房水温と共に

 餌付悪く危険状態を塁し・たが、5日からの東風速吹で低

 水澄jと・なって露付.活難になるにつれ鑑死もみられなく

 卒った。

 例年8月中旬は鰻高水温蒔で雫、予が・.今犀は台風純で
 東風強・く上旬より低水温となつ一て1ブI.リ生育1こも幸いした
 .ヒるで1ある一



 8月後、半期

[;

!'6  ・・海水や㌧溜濁す'るも一浮'上'よ・く餌付極めて活溌。
 透明度夕5脇東一風強・し.、歳高水温一3α0℃

/ク

 (・朝)・(タ)'。共一に水門近べに浮上、餌付かな
 り活溝.。.池内・外海1水;1圏鞠';一歳唱水温29℃
 時々雨。東風強し。.・

/8

 (朝)落潮5合目、水門近く・に、大森鋳泳、最
 1鉤.さ再イ寸活.湧茎なるも次第に一不活謁葦。
 (タ)カ考クチのみ投与では餌付不活難。
 ハダカイワシ混で活激。表層低かん。

 !f)筋層酸素28;9%

'岱

 一(朝)浮上一遅し。餌付かなり活綬なるも水門
 辺.くのみ勝泳。
 (タ)も同じ。餌付悪t一二。海水の週濁著しd
 東風強し。時々雨。最高水.温27.5.C

3δ

 (朝)水門近くを澤よ釦泳。毎付極めて活溌。
 黒色負、5～6尾みらる。
 (タ)餌付かなり活溌。海水や㍉堀濁。
 最高水温26,5℃東風勢く時々緬。

2!

 (朝){タ)共に浮上早く、餌付」1貫・めて活綾。

 轡は)魚群池の奥まで投餌船に遣髄して索解。
 海水や㌧・清澄となる。透興度5賜,

 2・2一

 (朝)堤防近くでキビプ.ゴ(小)を進動益泳
 し.ていた。、餌付極めて活綾。

 1タ)水門近くに浮」:早く舜三三・極めで'活溌。

 透明度ξ坪。

2。.3  帖㍗テエ・、練章㍗㍍めて.写し。
 午旨、西風強し。

24  (朝)(タ)共に餌付や㌧緩樗。水門近くの



 記.I乍事

25
 (廟)・海水溝澄。浮上早く餌付極めて活難。
 (ター)'海水や㌧掘濁。浮上早けれど餌付や㌧緩
 一慢(.ハダカイワシ混)

。26

 (朝)海一水清澄。浮上早く餌付極めて活.澄。
 (タ)'海水や一㌧溜濁、浮上、鎮付良一好。
 投銀船への魚類蝟集は大型無が船の下又は船に
 近く、小型魚は周囲を回瀞。

2ク

 (靭)海水清澄。浮上かなり早く一、'餌付極めて
 .活嬢にして、池奥まで投餌船に追随。

概況  海水の掘濁によって魚の浮上が遅いことカ5麗々

 あつ・苧が1水温の降下で餌付は極めて活弾となザ7月
 ～8項仰めにかけての危険状態を漸く脱.した。

 生育魚の大きさ

 魚体測定は、毎句初'めに実施する予定であったが、種・々一

 の事情で難しく、帯一局池に碑一流する.と二.き測定すること
 とし㌔∴后には魚を傷引1ること年三牛、年一/す・る意味で一
 難死魚のみ測定し.て、・大体の成長度を把握することにと'
 どめた。

月日  全長(TL)  尾叉長(FL)1  体重(Bw)

皐,23  /5～ク。董甑雲. 0.3^)0..5-9〕=

 丘25て受入当時)  、子。^)90胆振  ..9、.喜..㍗.£.o.

4/6 (池放流魚)  9.匁～20匁
 二三.4ご=と、.75.9r



月日 全長 (工乙) 尾叉長  (F旭) (Bw)

 6.!7(一心彗星魚、)

 ク,/(放流魚σ)・中・で・小型のニポの)

^(小型魚)

 ク,/!(放流魚σ)中一で.小型魚)

 ・1・(放流魚の平均)=

 ク,/9く以下、 ・!76

 扮・二一一、芝28i204
 。≡!/?5

 i..._.、r..。一...一.一..一一......_.一.、一

〆95
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月日全長.  体.重9rl
_ド

z3'.9.・.
〃 !40

 ・1...乏6=・6・
 1κ'一一ギ.'5ダ81

 ■一■一'一一一†一I一一'一一一一四一'一“u一^■一
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月日全長1尾叉琴脳体重
 τ一一年一一一一一一・・一一・・十一一…・
1` £4≡280一・i250123ク

 ;T24三'丁'1'20/50
瓦8.255235/63

 8月下旬の測定結果が少ないので9月4日36尾、'/0

 I月/2日一郎50尾取揚げ測定したものを参考として成長
 グラフに書いて8月下句の成長を推進することとした。

 (9月以降の溺定は何れも永山改臭普及負による)・

 7月2.0日平均/009r,30目!909r,8月/0

 日一3/ρ9r,20日4/09r,3I0日5509rと一順調

 な生育を一統けている。

 全国平均.と比較してみるとク月†旬までは小さいが、これ

 は採捕集の小型であったことに・よるものと思われる。

 8月/・0日には平均3/09工となつて..全国平均に等しく

 以后は餌付の活激化と共に全国平均を上回る良好な成長を辿

 っている.。これは投舘率の大きいことによるものか、あるい

 一は餌秤の雫換効率の高い三とによるか“然環境に影警する
 か一そ師現段階で二は何とも云えないI・
 蓄養.ブ'リの8月上旬頃までの体長と体重の関係は別区のとお
 ・りである。

一40一



 蓄養ブリの体長と体重との関係

体長(尾叉長)



 生育魚の成長

(太印=平均)



 §考察

 今年のブ峨管=撃に叶=二亡ゼ、し宇、、ゴ1叶一1。「6月

 て1川縦荷岬稜9、乎㌧.苧…1.呼g二秤ドに伴っ
 て蹄宝姫が島Iら榊一も一㍗㍗.…琴し1、下.㌧、㌧

 ...状蘇が縫いだ㌦管理に一不1貴地'とし'・.うこともあって緑謙趣折・

 真に管折り損のくたびれ剃{.とい1二ようなことも麗々干・
 ・.、泰・1.り1ξ1二.・き.魚を壊骸い・すぎた慈がないでもないρ.(網奪え、

 郁・一'.1....・ある。!-1ま共喰
 等によって欠つ三たピと'は氏:蟻に一睡えな一、パ。今興の試験を基.
 二鍵として一、更.によりよい箏.一理ができるものと

 1三(一率I辛平jじ二千彌.醇干れた点は・
 セ)余ハこ種苗の即鐸・戸あ.多{
 郊ち、大きさの満つだ植'魯、条規=ト1…尚1`必要圭;1だけ確・繰す

 ること。で、れ1こよって養・値の成否の半金1まタ屋されると

 云■つ・ても過言では,ないだろう。

 ③小型網による'舞付けから1賓浦まI(の蓄養1ガ。きる限り
 短期間1ことゾめて、少なくとち6.苞中旬まで:111は、池に

 放流できる状態にあること。

 ③盛装において、6月まではできる{け淋支・多/考える
 こと。{こジ...,.一、才・れる。

 !望j一一、避けること。
 牛寺に憲.{一善は.避I毫)るべきIである。



 ⑤.選別は是非必要である。
 そして、適切な方法を検討しなければならない。一.

 一(ブリ稚魚は動きが早く、清澄であるので、魚体を傷.

 っけないようにしなけれ暗な.らない。)
 ⑥小潮時の高水温期は特に危険な状態となり易いので

 小型網で蓄養の際は潮の流通あ・よい処で行うべきこ

 と。

 ⑦該蓄養池は、現在、水門一個あるだげで、堤防熔岩

 のすき闇から、ある程度の潮の交流が行われるもの＼

 小潮時には良好な状態とは云えないので一水門を増設

 して、・補の流出入を促進すべきである。

 等の点である。

 この外、今年試験できなかったが、蓄養当初における投餌

 方法(鐙、回数、時間等)には、I今後、更に検討しなけれ

 ばならない多くの問題があるようである。

一孕年一



 ☆各部日記

 ○漁業部日記

12月5日

12月6日

 12月ク日.
12月/0日

12月/2日

12月/4日

12月/6日

12月/9日

12月20日

12月2/日

12月24日

12月26日.

12月28.日

 ○調査部日記

12月3日

週間漁況

 トか!め」汚水調査のだ星)志布志沿
 岸一へ…・・・…8日まで.

 「東海ミば」魚体測定
 「勾・もめ一」第9次集団操業指導のだ

 苧七島近海へ
週間漁挽
 「照市丸」南方まぐろ漁業試験より

 大阪へ一入港(ふ揚)
 「東海さば」魚俸測定

 rかもめ」七島近海より帰奉予定
準間漁況
 「照南丸」大阪より帰港予定

 「.東海さば」魚体灘定
 「照市丸」I禾薬.(・山川)
週間漁況.

 御用納め

 ヰI根蓄養場∴マチー部採捕
 平均.魚体重4gb匁

一45一



12.月  6日・)8日.,

 ○養殖部日記

12月9日

12月23自

月間

 φ製。造.都日記
 !12.葛・!.日

 メ'・、2、ヨ2E1

 !2.ヨ3口

県淡.水養魚場起工式(大口市)

 養マレ;牢調査友び水餉析

 クロチョウガイ三;全キ釜真正斐{兵揚

(予定)

 ○..の・り養殖調査指導

 一一各地に.芽。イタミ発生・.可舳の
 ・…嫁雫ある綾様

 ○久、P才ヨウ如一一イ魅繊切片序成

 (⊃・。G===h畢g古…士・b自.・P1当涯

 き.;苧鰹諸委託裏造≡繍
 来訪・吉留金=細・.煙児島工鍔長,.・
 上言己作業の除督と・■)て

来訪一1一一立'一石

 .塩干業の動態試陛むため

 来訪・吉留率品耳.k年長、専務、
 委託製遼の瑛.畠花祭

 来訪,谷山市む崎加工.場主冷蔵

 班x_



12月 3日  来訪二漁・蓬春ロー段師一』

12月 5日  魚肉ソ・一セージ製造

 7。自ク“8日

 (フ欠二質藏笥三菱一〔Dた4))

 !二1.月/o.日

 合、.専務、総務部長

12月!  .、;≡弓'''!.夕・日

 偉↓肉ソT1一七…ジ製造

12.司!享日  来誠.∵指宿市力高藤氏..  わカ)さきのク.レ。'、口

 ン請施工・について指導方要請

 。(1・ノg6c年の回顧)

 ゴールデーン1デ1・・ニジ(Dキヤツチ・フレー一ブで
 ㌧;1コ年も、1!3

 ダウという.名の1;衆一価・ミ.・・/6億一.ドルの保有外貨と、

 ・1藩を閉じようとし・てt,1る。

 末;1武景気、岩戸一景気に引続き高原策・気と、9%1.二・経済成皮



 に所得倍増の夢を乗せて、次は何という名の景気となるこ

 とやら。・年

 中央にお灯る夢のようなゴールド・ラッシュq便りも、

 さい果ての島々には、ほんのちよつぴり香りをかがしだ程

 度で過ぎ去って了った。

 南国の真紅の太陽に、新春の決意を誓ったのは、ついこ

 の間と思ったのに、も・う巷には、ジングルベルの音が流れ

 ている。げに光陰1ま一矢の如し。・

 機関紙の当番が廼って来たのを機会に、しばし世俗を離

 れ、薄i窮迫る高地山峠に、古仁屋の街を見下しながら、過

 ぎし/年を回顧して見る。

 熱先ず特筆すべきは一方仁屋.の.街の復琴振り。再起を危
 まれた大火か'ら儀・か2年足らず。古仁屋の衛は完全に復

 旧した。いや旧に復したのではなく、新しい街が誕生

 した。色とりどりに美しく粗いを凝らレた建物、完成し

 てゆ一く道路、公園等の都市計画。

 大火前の古仁匿しか知らな・い人が、現在の姿を見たら、

 .その変求ウ振り1こ驚.くことであろう、現在、古仁屋の美
 観を損い、近代性を拒むものはむしろこ焼け残りの災害

 を免れた地区であるという皮肉な現象を見せている。

 薙次に黄金景気とまではゆかないが、かつお節ブームが

 大島の水産業にかなりの刺激と、活を与えたことも.忘れ'二

 てはなるまい。

 奉土における疹ろおの不漁を尻目に、大島の岩)るお漁の。

 すべり.出しは極めて快調二品不足をはやして、.恭るお節
 の価格はうなぎ昇り、挙にダウ価に迫る千円大台乗せ

一孕8一



 (キiコ当り)は必至の一状藻となった。乙:㌻3・'C今までの不況

 は一挙換回、.節瞬金も出るのではi、い炉と思われたが中好
 いことは続カ)ぬもの、すべり韓しの好調も、一がんじ、へ、の

 7,8月の中たるみカ)ら、.終漁、には完全な尻つ.ぽみとなっ

 て、総.俸駒には一.平.隼の2{)3割増1こ1留った。

 それでも衙榜の蹄矯1‡・永年の沈滞に審恵吐愚の節業蓄に
 かなりの潤いを・与えたことは聞違いなく、葦.し.・ずめ、シル

 バー・二一・・ヂといった.ところ。一

 轍待望久しかった照国丸の代踏八坂丸が就航した。癖地

 の第ノ条件が交・通の不便にあると.す黄11ば、従来年家運、交

 流の・箆利カ…・暗になるということは∵何にもかえ謡1ゴ準歩、
 発展であろう。、.

 棄島早々一へ、んに8・日分の新聞が投げ込まれたり、鹿児島

 一カ)ら'の便りが半月もかかった。り'1、野菜、食料品類ギ声頭か
 ら姿を消†など随分戸惑ったことなどド■日も竿く・苧物
 姜書りとし.・た1、、ものだ。アメリカ・やヨーロッパにさえ費.軽に

 行ける器代だ。文化も経済も、気.軽にゆききで二きる家運、.

 交流によって萬まってゆ'くの.ではなカ)ろ葦カ)。

 八坂丸の就航一を喜ぶと・共に∵更に、スピr.ド時代に相応し

 .ド航空縄の実現と充実が望まれる。

 亨、民今年は、物す。!、・ハブの当り年(という賛、がして専門一家

 に何った処I翻年よ.りちよつぴり多い由).2εo悪に余る

 ハブに接レた・(尤も・一こ・の中の90%は捕獲さ戸{こハブ
 の受け渡し呼験場横の旧殺場大通1で竹やれ隼た坤で一雫
 るが)欝任一年目の昨年は遂に!、屠にも児参できず碑肉の

 歎をかこったも・のであ一るが、.今年・は、蟹一能するだけ見せて・

 一卒ラー



 貰った。単.に捕えられた争のは朽り.で件卒ト㌦1・ダ月.末の
 .夜半に..は、教が家。の門前・を撃つだ一一ノー米斗にも.及。ぷ金1ハブ
 を見事退治した.。、々場採水室のフオル・マソン漬ハブ1はそ一
 の戦果である。新任著を、住宅に率内の途中・・目..の萌で

 沖獲今.がハブを手づかみで・鋪えμ牟帥こ?ちも驚い・
 .たが、新来者・はさぞ肝を潰した..とと・だみう。(。彼はその
 後も、帰宅の途中、薄闇の中にハブをけとばす武勇.伝を
 残して、鹿児島へ引揚げた)/0月一に一ぽS技師宅の縁
 側に・、のこのことり込んだ奴が音を締めら'れ一'た。

 ひと頃、イタチやマンハースーを導一入し一て一めハーブ退印
 派手に輝せられていたが・、今は余1そんなごとを聞かな,
 1法った。ハブで生計を樹て下いち捕獲一人キ=一I.辛㍗土
 嚢品などが出縄って1、・る処を見れ一は.、或いは1賛重な資源
 にIでも々格したのか。併一しハブの存在が好まし一くないこ
 とは、一ことが人命に関一するだけ否定で一きない;或る人.が

 ハブ繍一滅の秘1決を教え.て一くれた。それIは現在の買上値.

 (!星バ0円)わ・・千円以…こ.すれ.ぱハブは;`ll一
 ・…,.所に1,・なくなりますよと。成る程、・ハ.一プだけではないg

 水産業その他リヤクダツ産業・の資源枯渇に通ずる凌理だ。

 。報.今年は珍1。ノく台用,が姿を見せなか一った。.ヒ陸の気配を

 .見セーたり、渋近によリ多少の影響はIあったが、本隊の上
 '陸を見なかったことlll、台風銀座という暫難くないニッ

 ジネ十な頂戴している大島.にとってほ1稀有のこと・
 で・ヨ)ろう。、ポ1奏で何時も台風をまともに受ける漁.業や農

 業が掻実を免れたことは特筆さるべき観報セあったご∵

 :大:農±…ま雨.カ{{多し、と聞I志、さ育㌦I⊂し・'たものだカさ、
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 今年は・非常に少なかったようだ・。チ1峰で・スポーツやピ
 クニック等の雫外.レクリカ…シ・ヨ.ン;こは極めて好著1二合、あ
 つたが・.冬.面本・の不足によザ水道は時出≒水,電舳、
 師川亭下。一・停電と、復.興師の柚に.逆戻山家庭の生残
 の被害は極めて甚大であった。雨.が少二・なかったことは、菌

 項。峠風のこな加ったこと1とも捕連がある・1と,かで、水の最
 も慾レ・い8・ヲ月.に・1辛.・再を,=時つ・て来てくれるな・ら、少し
 位.の台風はガマンし.ま.すとIささ.一・一㌣・三く芦二・.もφ・ったとか。・

 1、、、分場・内部におい・とぽ一、'一毛'一

 し、職員(1)趣味と幻.識出向上を一図一之たIめ一の読書会二(名称

 南読書会)も一発足・。二一・毎二月、二県立図書.饒ζ宥差分館)の巡回
 文庫.斎定劇体となった。一

 その他触貝の1鮭康と、レクリエーン……こ。・一を兼ねてのメホ

 ーソに二は金一'負.がカを合講・■、錘か9人の濤成人員,にも不拘

 職域チームとして見ゆる親かご活蝿、、特に、町内に紬けろ

 一三{=i等については、既にこの機で節介した通り

 である。,

 ク月の異動で夢ノ・、出庫1iま汽.送り出し、2人半の新任着を

 迎えた(兼護;は≒ξノ㌔)。年々才々一ノ、同じカ)らず.、

 叉流は減1滞な拒み、清新の気を注入する。社会や人生にと

 って恐ろしい惰性、、脱無、怠慢は慣れ退きのマン

 ネリフζムによることカゴ多・い。

 ㌔架クテピルをかみしめる憤りも、鳴i穂こみあげる悲しみも

 秒をカ)む味気一なさも、過ぎ去れば葵・しい追憶のフー工一・・一」I一こ

 包まれ、、喜びや薬1…・みは、ふ1い!たる花園とIなってノ・生
 絵巻に形を添葺.る。

 一5!・一



 追憶の三昧境に浸って・夢の経つ章忘るれば・しのび寄
 る1嶺は、何時しかi時を覆い、ハ・プ1揮怖・の惹情・な現実に違.れ
 戻される。辛いこともあった。楽しいこともあった。然し1

 それが人生なのだ。如何一に辛くとも、歯を喰いしばって堪

 えよう。苦しみのあとには楽しみがあるはずだ。

 歓喜に有頂天にな一る・こ。とも悼もう・、飽性を疑われる行一動は

 公務員として、とるべきではない。

 流亡知新回回想は楽しく、反省はく生にとって必要なご.
 とだ。燃し、一過去に恋々とすることも男子g本懐でない。
 あキーまでも過去は思い出であり、参考に過ぎない。

 どうぞ、.これか.らの我々の生亭方を見て下さいという・
 新一しい年を迎える決一意をもって一、稿を閉じると共に、よき

 年であった/9-60年へのはなむけとしたい。

 ではさような.ら!960年。

A・I
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分場日記  10月9日～/.2月/0日

 かつお節製造試験

//月  グ日^一!一2月/o日

 まべ人工採菌' (油井)

 /ノ月/7日  岩元水産課長、女傑国係長来場

 //月/ク日^}/2月/6日

 きびなじ、 飛魚調査 (鹿児島)

 /。/月.26自.  会計課・上ノ園係外2名乗場

 /、2月・/.日～ 5目

 は。、脚やなぎ調査 (徳之島)

/2月1'名目(一  7・召

 上妻漁一政課長補・佐一、山輸主審来場

 !2月/.・チ日(}  びと一えぐ・さ縄・ひび建込み



編集後記
 ◎農林漁業基本間題.調査会が営々たる努力の結果として、

 去る/0月末に蝸!こ=提出したr漁業苧李間軍キ=率本対
 策」I'なるものを.見るに、来年は一多事多端の年となりそうだ。

 ◎現行免許可師度と二か漁一準戸沸諦1残造㌧ゾ経1鐘構造純嚇、する
 竿判など・どの一つをと1～.中し:・今・て亭・容易なら、ぬ重大

 外。著戸!ば御政道一幽は㍗坤あよ11評打岬
 ろうに・近頃で;はミ公わ蹴こ予千て守護㍗有
 難い御時勢。

 、・伸人g勇み足洲デつ害第淋㍗骨午、.I・..
 ◎自下皐・・耳㌣㌧燦1海1キ1を存分に㌻1・ 手で書くI鼓膜平'㌘字、妙郊帆靴り州ポ
 ◎六号一はブリ蓄養特輯号の形となってしまったが;肥満度

 の高い5'00匁・の蓄養ブリをお歳暮とする次第。

一一.一5.一4山


